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1 9 8 2年ソーシャルサービス法

The Social Services Act of 1982 

理事 日本女子大学教授一番ヶ瀬康子

スウェーデンにおける1982年ソーシヤノレサービ

ス法は、スウェーデンの社会福祉史上、画期的な

立法である。それは、1763年の救貧法また1956年

の公的扶助法に匹敵する画期的な立法であるとと

もに、北欧の福祉哲学として、国際的思潮に発展

した “ノーマライゼーション"の具現化を、明確

にしたものであるからである。しかもこの法律の

実現に至るまで、スウェーデン国会の審議会では、

10数年を かけて検討を重ねている。

この法律の制定によっ て、スウ ェーデンの社会

福祉はいったいどのように変化をしたのであろう

か。こ のことに関心があって、昨年夏から秋にか

け、 2ヶ月干呈ストックホノレムに出向き、いろいろ

Prof. Yasuko Ichibangase 

すべてサービスホームへ転換がなされるとのこと

であった。

しかし、限界もまた明らかであるとの指摘も、

きびしかった。何よりもソーシヤノレサービス法

は、枠組法である。それだけに、70年代の石油危

機以後、結局は当初の意気込みよりもかなり後退

したものであるという点であった。また、制定前

からいわれたよりは、コミューンの社会福祉の責

任が強化されただけに、コミューンの貧富によっ

て、格差が生じるということであった。さらにい

わゆる不服申し立てがあっても、それに対するコ

ミューンの義務は不明確であり 、努力目標にとど

まっているともいわれていた。

. と聴きとりを行ってきた。その結果いわれたこと もっともこの法が実施されてから、いまだ 2年

後のことである。それだけに今後、この新しい法

律のもとに、経済的にも厳しい状況をふまえ、社

会福祉への新しい実験がどのようにうまれてくる

かは、大いに期待される。

は、第 1に医療と福祉の統合化がし、っそう進めら

れ、たとえば保健所とソーシヤノレサーどスセンタ

ーが隣接あるいは同一建築物に設けられたり 、ま

たホームへノレパーと看護婦の連携プレイ がより進

められている というこ とであった。

また参加の原則がよりいっそ う徹底 したこの法

律のもとで、さまざまな場面で積極的に参加がな

されているとのことであった。とりわけサービス

ハウスが設立されるときなど、それを利用 しよう

と思っている高令者やそ こで働こうと思っている

人々によって委員会が持たれ、積極的な意見が展

開されていることなどが語られていた。なお、従

来の老人ホームは今後なくなることになっており、
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転機に立つスウェーデンの社会

一一自衛力増強と高福祉政策のはざまで

スウェーデン国会議員・穏健党 ベ ル・ウンケル

恥1r. Per UNCKEL 

今春、松前国際友好財団の招きで来日、約3週間にわたって日本の

政財界、産業を視察、その印象を4月18日松前国際友好財団とスウェ

ーデン社会研究所の共催する講演会で講演した。本稿は、東海教育研

究所発行の 「望星J8月号に掲載された、この講演の要旨を、同研究

所の好意、により転載したものである。

ここでは表題にしたがって以下の 4つの点につ

いて述べてみたい。第 lはスウェーデンの地勢学

的条件について、第2はスウェーデンの政治情勢

とその基礎について、第3はスウェーデン古川、ま

直面している経済・社会的な諸課題について、そ

して第 4に、これから 4カ月のちに行われる総選

挙によってどのような政治的局面が生まれるのか

とし、う予測について述べることにする。

ゆらぎはじめた社会民主党政権

まずはじめにスウェーデンが置かれている地勢

学的条件とはどのようなものか。スウェーデンは

ご承知の通りノノレウェ一、フィンランド、デンマ

ークとともに北ヨーロッパに位置している。これ

ら4カ国はそれぞれ独自の特徴を持つ反面、多く

の共通点もお互いに共有している。その長い歴史

の中ではこれらの国々は統ー した国家を形成した

時代もあったし、分轄された時代もあった。スウ

ェーデンはフィンランドを介して隣りの超大国で

あるソビエトに近く位置し、フィンランドととも

にその影響力を強く受ける立場に立たされてい

る。

スウェーデンの国土面積は日本よりも多少大き

いが、人口 は日本に比べてきわめて少なし、。その

人口密度は 1平方キロ当たり 18人で、日本の 316

人とし、う数字とはかなり聞きがある。

政治制度は立憲君主制で、元首は国王陛下だ

が、その政治的権力は象徴的機能としてのきわめ

て狭い範囲に限定されている。伝統的に議会民主

国家であり、 1院制議会に 349人の議員が選ばれ

ている。政党別の議席配分の現状は、社会民主党

が45.6パーセントで 166議席。私が所属する穏健

党が23.6パーセントで86議席。農民を支持層に持
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つ中央党は15.5パーセント、 56議席。自由党 5.8

ノf一セント、 21議席。共産党 5.6パーセント、 20

議席である。

しかし、最近の世論調査によると、この 4カ月

後に行われる総選挙では、革新系の社会民主党と

中央党が大幅に後退するものと予測され、逆に保

守系の自由党が党勢を拡大するだろうとみられて

いる。いずれにしてもスウェーデンの政党勢力図

は現在明らかに変化しつつあり、若い選挙民の政

治意識は保守党と社会党とに 2分されているとい

われている。

永世中立と福祉国家のゆくえ

国際的にみてスウェーデンの国家運営には 2つ

のきわ立った特徴が認められている。その 1つは

中立政策であり、もう 1つは高度な社会福祉政策

である。

スウェーデンは文化的には西側文化圏に所属し

ているが、東欧諸国とも交流が深し、。政治的中立

を保つとはいえ、北大西洋条約 (NATO)加盟 l

国のノルウェ一、デンマークとも協力できる体制

にある。その上、中立政策を維持するためにわれ

われの国情にみあった強力な自衛力も持ってい

る。

一方、福祉国家としての社会保障制度も、中立

政策とともに長い伝統を持っている。その内容と

しては各種の医療保険、労災保険、失業保険、さ

らに高度に発達した老齢年金制度がある。加えて

出産時の給与の保障、出産後6カ月間の有給休

暇、児童手当てなどさまざまな形での家庭扶助が

なされている。このほかにも必要に応じたソーシ

ヤノレヘノレプ(社会保護〉がある。このような社会

保障制度の主たるねらいは、市民およびその他の

生活困窮者に対する救済の責任を国と自治体が共



同で持つことにある。

しかし、このような高福祉政策を維持するため

には、他方で国民が高い税金を負担しなければな

らないとしづ矛盾がある。現在、スウェーデンで

は国民総生産 CGNP)の65パーセントが税金と

して固と自治体に吸収されている。このうち45な

いし50パーセントの税負担は、ごく普通の平均的

給与所得者によってまかなわれている。

一方、高額所得者には限界税が課税される。税

制としては所得が上がるにつれて税率が高くなる

累進課税方式をとっているが、子供を持った家族

の所得が高くなると、さらに児童手当などの補助

金が削減されることになる。この結果、子持ち家

庭の平均的な税負担率は所得の70ないし75パーセ

ントにも及んでいるのである。

ソ連の脅威と防衛力論争の中で

スウェーデンはいままで外国からは、ひとつの

政治的な、また社会的な実験のモデル国だ、と見ら

れてきた。その理由はいくつかある。たとえばこ

の150年間スウェーデンは他国と戦争することな

く平和を保ってきた。もちろん戦争に近い状態に

陥ることはあったが、国家を焦土と化するような

戦争は避けることができた。さらに圏内的にも民 〆

主的な状況が維持されていて、政治的な論争が自

由になされる国であるということ。また、社会的

な緊張状態があまりないということ。労働市場に

しても、時折ストは起こるにしても比較的安定し

ていること。また物質的な生活水準が総体的にみ

てかなり高いということなどである 0

. しかし、もちろんその裏側にあるマイナス要因

も冷静にみつめなければならなし、。以下にいくつ

かそのことを指摘しておきたい。

第 1点は、中立政策がはらんでいる問題点であ

る。中立政策の基本は、その国がし、かなる外国の

圧力に対しでも中立を堅持する意志があることを

周辺の国々に納得してもらわなければならないと

いうことである。中立を守る意志とのその能力が

あることを、周辺諸国に知らしめることが必要な

のである。

スウェーデンの場合、周辺諸国で、あるいは周

辺諸国とのあいだでひとたび紛争が起きたときに

も、あくまで中立を守ろうとする意志があること

は疑いがなし、。しかし問題は、そのために必要な

能力を持っているかどうかなのである。この場合

の能力とは直接的には自衛のための軍事力であ

る。

その意味から、近年スウェーデンがさらされて

いるひとつの脅威がある。ソビエトのもの(と推

定される〉潜水艦の領海侵入が与える脅威であ

る。 2.3年前に国籍不明の 1隻の潜水艦がスウェ

ーデンの海岸で座礁するという事件があった。こ

れがソ連の潜水艦で、あることは疑いの余地がなか

ったから、スウェーデンはその事実を国際的に公

表した。これに対してソ連はスウェーデンの領海

侵犯をしないという声明を出したが、そののちに

おいても国籍不明の潜水艦による領海侵犯はあと

をたたないのである。

そうした緊迫した状況から、いまスウェーデン

の圏内では防衛問題が活発に議論されるにし、たっ

ている。これについて半年のあいだに世論調査が

行われ、各政点はどのような中立政策のもとでど

れほどの防衛力を持つべきかをめぐってお互いに

論陣を張っているが、外国艦船の領海侵犯に対し

ては軍事力で対抗しなければならない、という点

では各政党とも一致している。中立政策というも

のは、それを維持していく上で他国からの侵犯を

絶対に許しではならないのである。

高額な税負担に高ま る不満

スウェーデンの高福祉政策を支える社会保障制

度の持つ矛盾には 4つの側面がある。第 1は高額

の税負担の問題と、それによって引き起こされる

インフレと産業・経済のデメリットである。

スワェーデンは現在、西側諸国では最高の課税

率を誇っている。自由世界の中で国民の税負担が

最高の国である。この高い課税率が実はスウェー

デン経済の効率に大きな影響を及ぼしているので

ある。

スワェーデンの労働・給料生活者組織は、私の

理解するところでは日本の労働組合よりも強し、立

場にある。しかもスウェーデンの労働者は所得の

75パーセントを税金として取り立てられているの

である。いきおいより高い賃金を要求することに

なる。つまり高い課税率が高額の賃上げ要求とな

ってはね返ってくる。そのことがスウェーデン経

済のインフレを助長し、対外競争力を失わせ、失

業率を高める結果になるとし、う悪循環を生んでい

るのである。

スウェーデン経済は現在、西側自由主義社会で
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は最高のインフレ率となっている。たしかにこの

問題を解決しようと過去いくつかの経済政策がこ

ころみられてきた。 1982年には25パーセントの通

貨切下げを行い、これによって対外貿易における

競争力を高めることができた。しかしそのこと

も、現在の高額な課税率の生み出す矛盾を解決す

ることにはまだなっていない。

高度な社会保障制度の持つ第 2の問題点は、国

民のプライドに関わる問題である。先ほども述べ

たように、スウェーデンの社会保障制度の中に

は、生活困窮者、所得の少ない人びとに対する最

終的な補助・援助制度がある。現在日人に 1人の

スウェーデン人がこの最終的な保険給付を受けな

ければならない状況にある。

この中には失業保険だけでは生活がなり立た

ず、やむをえず生活保護のための援助を受けなけ

ればならない人びとがし、る。しかし、近年増加し

てきているのはそれとは異なるタイプの受給者で

ある。その人びとはかつてのような伝統的な意味

での生活困窮者ではなし、。ごく普通の仕事を持

ち、何人かの子供のいるノーマノレな人びとであっ

て、ただ税金を支払ってしまったら、日常生活に

支障をきたすほどの金額しか自分の手元に残らな

いということなのである。

問題はこうした現実が、生活保護を受けざるを

えない人びとにとって人間としてのプライドをい

ちじるしくf事つけることになるということであ

る。あたり前の仕事をしあたり前の給料をもらっ

ていてさえも自分たちの生活が維持できないとい

うことは、人間としての自尊心を手ひどく傷つけ

られることになる。そうした精神的なリスクを回

避するために、近年多くの人びとが日常生活の上

で固なり自治体に依存しようとする状態から離れ

つつある。つまり税率をもっと低く抑え、それぞ

れの生活はそれぞれの能力によって自立的に維持

していこうとする考え方が強まってきているので

ある。

これまではスウェーデンの大多数の人びとは減

税は不可能だと考えてきた。もし減税を行えば望

ましい日常生活が維持できなくなるだろうと思っ

てきた。しかしいまでは大多数の国民が、高度な

社会保障よりは減税によってむしろ自立した生活

をしたし、と望むようになってきている。

高福祉か家族の解体をすすめている

第 3点は、スウェーデンの社会保障制度が家庭

の伝統に及ぼす影響である。スウェーデンの高福

祉政策は、反面において昔からの家庭の伝統に深

刻な影響を及ぼしつつある。

その第 1点は、他のヨーロッパ諸国に比較して

出生率が急速に減少してきているということであ

る。子供の数が減ってきているのである。第 2点

は、国際的にみても離婚率がきわめて高いという

ことである。現在、スウェーデンでは 1年間に 3

万7千人が結婚し、このうち 2万1千人が離婚し

ている。このことはスウェーデン社会のもつ伝統

的な家族制度が衰退してきていることを如実に示

しているとみられる。

この現象は実はスウェーデンにおいて、国ある

いは自治体の社会保障責任がより高まっているこ

とと相関関係を持っていて、本来伝統的な家族制

度のもとで家族が担っていた役割りを国家や自治

体が肩がわりして負担している状況が一方にある

のである。つまりかつて個々の家族が持っていた

責任を固または自治体が負う、としヴ社会システ

ムが制度化されているのである。

しかし問題は、家族と国あるいは自治体の責任

分担が変わってきたといっても、本来家族が担っ

てきたパーソナノレなケアを公的機関が行うことは

もともと不可能だということなのである。スウェ

ーデンは国際比較においても最高齢化社会だとい

われてきたし、老人たちはかつてあったような家

族との結びつきが失われているとよくいわれる。

もしそうであったら、高度な社会保障制度の中で

家族との結びつきや、人間と人間との温もりのあ

る関係をどのようにして回復したらよいのか。家

族をふくめて身近な人びとに対する責任感なり、

あるいは社会的連帯感を育てるにはどうしたらよ

いかについて、スウェーデン社会は明確な答えを

用意しなければならないと思われる。

国民に持続する反権力の意志

スウェーデンの社会保障制度の持つ第4の問題

点は、人聞の自由に対する権利が損われることへ

の危慎である。私の理解が正しければ、日本は官

僚組織の権力がきわめて強い国である。スウェー

デンもかつてはそうだったが、いまでは官僚たち

の権力はごく狭い範囲に限定されている。その理

由は、スウェーデンでは官僚は個人の自由に対す

る脅威だとみなされているからである。個人が公



平で公正な権利を要求する上で、官僚に権力を持

たせることは脅威になるとだれもが考える。

いかなる国においても、官僚制度というものは

官僚の権力をより強化しようとする方向に働く。

スウ ェーデンもその点は例外ではなく、伝統的に

個人の自由をより統制していこうとするリアクシ

ヨンが中央にはある。それに対する反抗が、つま

り反権力のへ意志が国民の側に根強くあるのであ

る。特に近年の税制改革要求つまり減税要求にそ

の反国家権力志向が明らかに認められると思われ

る。

最後に、この 9月15日に行われる総選挙で、ス

ウェーデンの政治情勢がどのように変化するの

か、その点について私の考えを述べてみたい。

最近の世論調査によると、社会民主党をのぞく

3つの非社会主義政党が 5パーセント勢力を伸ば

すだろうと予想されている。ただしかりに革新か

ら保守へと政権交替がなされたとしても、スウェ

ーデンの中立政策には変わりがないと恩われる。

いまこの中立政策をめぐって嵐のような論争が行

われているが、もし保守政権になったときには、

他国からの脅威に対抗しうる軍事防衛力の増大

を、という意見が強まるものと考えられる。

国内的には限界税をはじめとして減税措置がと

られ、経済構造の再編成がめざされることにな

る。このことはスウェーデンの社会保障制度その

ものの構造転換を促すことにもなるだろう。国や

自治体の責任範囲を限定し、家庭における自助努

力と国民の自立した生活設計が求められることに

なると思われる。なぜならそのことがスウェーデ

ン社会の活性化と、国民の自立心の向上を促すこ

とに通じると思われるからである。

くGりteborg通信>

イョーテポリィと「揚げ豆腐」

工場の夏季一斉休業 Indus trisemesterが今年

も7月13日から始まり、皆どこかへ行ってしまっ

たので住宅地域はどこも閑散としています。商j百

等も休暇中のところが多く、国内・国外からやっ

て来た旅行者逮が手もちぶさたのようすで街をそ

ぞろ歩いています。

前々回の Goteborg通信で Goteborgを「ヨー

テボリィ」と書いたことに対して、こちらに住ん

でいる友人から 「まちがいではないか lとの指摘

があったので、今回はそのことを中心に発音表記

についていろいろ考えたことを書いてみたいと思

います。

彼の主張を要約すると次のようになります。

1. Goteborgは iGJの発音をはっきり示す

ために「イ」の音を強調し、 「イェテボリ」

と書くべきである。

2. iヨーテボリィ」と書いて、そのまま発音

Lてもスワェーデン人にはわかってもらえな

い。発音してわかってもらえるように書くべ

きである。

3. Gりteborgという一つのことばに対して日

会員 }札、z
f 子言'i"

パム、

Ms. Keiko Kjellsson.Sampei 

本語でいろいろ異なる表記法があるのは好ま

しくなし、。

4. 土地の名称はその土地で用いられている発

音によって表記されるべきである。

私は今まであまり深く考えずに Goteborgは

「イョーテボリィ」と書いたり「ヨーテボリィ」

と書いたりしてきました。自分では前者のように

表わすのが私の発音に一番近いと思っています。

それにもかかわらず時々後者のように書くのは、

文字にした時に前者はなんとなくあまり美しくな

いような気がするからです。

大体、根本的に日本語以外の言語を日本語の表

記法であらわすこと自体が不可能であるわけなの

ですが、私も彼の主張の第 3の点には賛成しま

す。 iイョーテボリィ」、 「イェテボリ」はまあ

まだ近い方で、同じ場所をさすのだろうとわかる

でしょうが、これに英語読み、 ドイツ語読みの

「ゴーセンパーグ」、 「ゲーテボノレグ」が加わる

と、まったく同ーの都市だと思う方が困難でしょ

う。でもそこで問題になってくるのは、ではどう

いう原則でどの「名称」を採用するか、それを日
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ないのではないかと思います。

先の彼の主張の第 1の点については、彼の言う

「イェテボリ」 もわからないことはない一一一つま

りそう書いてあってもそれほど抵抗はなし、一ーで

すが、自分ではあまり書きたくありません。なぜ

かというと他に IGりー ...jで始まることばを表わ

す場合に困ってしまうからです。たとえば19世紀

の教育改革家に Geijerという人がし、るのですが、

この人の名前にこそ 「イェイエル」というふうに

「イェ……」が用いられるべきだと考えるからで

す。 (Geijerの IJ jの発音表記もこれまたやっ

かし、なのですがここではふれないことにします。〉

こういうふうにいろいろと考えてきますと先の

彼の主張の第 3点一一一つのスウェーデンの地名

に対して一つの日本語表記が対応すべきだーーと

いうことに原則的に賛成するにしても、はたして

それを誰が決めるのか、その決定に拘束力はある

のか、つまり異なる方法で書いてはいけないの

か、というような問題点が出てくると思われま

す。前に書いたような「イョーテボリィ」よりは

「ヨーテボリィ」の方が視覚的によいのではない

かと感ずる個人の好みをどうするのか。スウェー

デン標準語ーーウップランド uppland地方の こ

とばとされているよ うです一ーに慣れている日本

人の耳とスコンスカ S凶 nska等の方言に慣れて

いる日本人の耳はちがうでしょう。 RとL、Vと

Bの区別のない日本語の表記でそのちがし、をどう

表現するのか、スウェーデン語の 9つの母音を日

本語の 5つの母音でどう書きわけるのか、 100% 

の回答はないような気がします。 Iスエーデン」

という表記からいつのまにか「スウェーデン」に

かわってきたように、時聞がたつにつれだんだん

と一応のところにおちついたり、あるいはまた変

わったりしていくのでしょう。

ではまた。イョーテボリィ市郊外アングレード

のハンマノレクッレンにイ主むケイコより。

本語でどのように 「表記」するかということだと

思います。

ここでちょっと脱線しますが、井上ひさしのエ

ッセイ等に彼が東北各地の方言に大変苦労したこ

とがよく書かれてあります。私は東北弁は(特に

東北各地のことばのちがし、等については〉詳しく

知らないのですが、 「シ」が「ス」と発音される

ことがあるようです。とすると、今仮りに 「獅子

町」としづ地名が東北のどこかにあるとすると、

その土地では 「獅子町」を 「ス スマチ」と呼んで

いるのではなし、かと思われます。ところで先の彼

のいうところの第4点に従えば、町の名前は 「ス

ス町」と 書くべきだということになります。これ

はやはり不都合のような気がします。 Iススマチ

一一但し当地の発音による。標準語ではシシマ

チ一一」と注釈をいれるのも毎回のことになると

わずらわしいでしょうし。

ここでまた話がとびますが、どこかで「英語を

全然知らないのに英会話のうまいおじさん」のこ

とについて読んだことがあるのを思いだしたので

ちょっとふれたいと思います。話の大筋は、ある

英語のうまい人が飛行機の中で隣にすわったおじ

さんに、 「こう L、う場合には英語でどういうの

か」ということを、 2、 3尋ねられ、教えてあげ

た。おじさんはさかんにうなずきながら手帳に書

きとめていた。旅行のあとでまたそのおじさんに

あったが、英語を教えてあげたことに対して大変

感謝された。その人がおじさんの手帳を見るとた

とえば「乗り物から降りる時一揚げ豆腐」という

具合に書いてあった、というものです。もちろん

「揚げ豆腐」は「アィ・ゲット・オフ 1get offjで、

たしかに「アィ・ゲット・オフ」より 「揚げ豆腐」

と言った方がより本物の発音に近くなります。し

かしだからといって nget offjを「揚げ豆腐」

と表記するわけにはし、かないでしょう。 従って先

の彼の主張の第 2点も制限なしにはうけいれられ

高令社会調査視察団帰国す

予て、本誌上にてご紹介しました高令社会調査視察団の三浦文夫団長ほか一行19名の方々は、去る

8月24日出発し、予定通り、ハンガリ一、オーストリー、西ドイツ、スウェーデンおよびデンマーク

計5ヶ国を歴訪し、各国の高令化対策の実態ならびに問題点を調査し、9月7日無事帰国された。

この調査視察の結果は、いずれ、本誌上掲載または報告会開催等により、会員各位に紹介される予

定であります。
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